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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可変データ差分グロスイメージ制御方法であって、
　単一の色を選択し、
　各々が所定の色を持つ複数のピクセルを配列することによって形成され、全体として前
記単一の色を示すことができる、第１の異方性構造配向を有する第１のハーフトーンを選
択し、
　前記第１のハーフトーンのピクセルと同一の色を持つ複数のピクセルを前記第１のハー
フトーンのピクセルと同一の量だけ同一の形状に配列することによって形成され、全体と
して前記単一の色を示すことができる、前記第１のハーフトーンの異方性構造配向とは異
なる第２の異方性構造配向を有する第２のハーフトーンを選択し、
　前記第１のハーフトーンを、対象のイメージの少なくともある部分に適用し、
　前記第２のハーフトーンを、前記対象のイメージの残りの部分に適用して、可変データ
差分グロスイメージを生成する、
　ことを特徴とする方法。
【請求項２】
　可変データ差分グロスイメージ制御方法であって、
　対象のイメージを主要領域とセグメント領域とに分割し、
　単一の色を選択し、
　各々が所定の色を持つ複数のピクセルを配列することによって形成され、全体として前
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記単一の色を示すことができる、第１の異方性構造配向を有する第１のハーフトーンを選
択し、
　前記第１のハーフトーンのピクセルと同一の色を持つ複数のピクセルを前記第１のハー
フトーンのピクセルと同一の量だけ同一の形状に配列することによって形成され、全体と
して前記単一の色を示すことができる、前記第１のハーフトーンの異方性構造配向とは異
なる第２の異方性構造配向を有する第２のハーフトーンを選択し、
　前記第１のハーフトーンを、前記セグメント領域の少なくともある部分に適用し、
　前記第２のハーフトーンを、前記セグメント領域の残りの部分に適用して、可変データ
差分グロスイメージを生成する、
　ことを特徴とする方法。
【請求項３】
　可変データ差分グロスイメージ制御方法であって、
　対象のイメージを主要領域と可変データのためのセグメント領域とに分割し、
　単一の色を選択し、
　各々が所定の色を持つ複数のピクセルを配列することによって形成され、全体として前
記単一の色を示すことができる、第１の異方性構造配向を有する第１のハーフトーンを選
択し、
　前記第１のハーフトーンのピクセルと同一の色を持つ複数のピクセルを前記第１のハー
フトーンのピクセルと同一の量だけ同一の形状に配列することによって形成され、全体と
して前記単一の色を示すことができる、前記第１のハーフトーンの異方性構造配向とは異
なる第２の異方性構造配向を有する第２のハーフトーンを選択し、
　バックグラウンドの色の前記第１のハーフトーンを、前記セグメント領域を満たすよう
に適用し、
　英数字列をフォアグラウンドの色の前記第２のハーフトーンで前記セグメント領域に書
き込んで、可変データ差分グロスイメージを生成する、
　ことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、種々の実施形態において、一般には、絵画やテキストとなるイメージデータ
のハードコピーにおいて固有のグロス（グロスマーク（Glossmark)イメージ等の見る方向
によって異なる画像等のイメージ）に関する。本発明は、さらに、ハーフトーンイメージ
データに関し、更に、そのハーフトーンイメージデータがハードコピーとして印刷される
ときの差分グロスイメージの制御に関する。
【背景技術】
【０００２】
　文書の複写に対して保護する方法があるのが望ましい。最も望ましいのは、内容の一部
を人は容易に読めるが複写機での複写はできなくなっていることである。このような解決
法は、デジタル処理に要されるオーバーヘッド（処理時間）に与える影響を最小限にし、
どのような必要記憶装置も最小限にするものであるのが望ましい。１つのアプローチは、
イメージをクリア（透明な）トナー若しくはインクを用いて印刷し、紙をある角度で保持
することによって人間の読者は見分けることができるが、そのページを直角に読むことに
制限されている複写機のスキャナは検出できないような差分を反射光と拡散光に生成する
というものである。かかるイメージを差分グロスイメージ又は差分グロスという。
【０００３】
【特許文献１】米国特許出願公開第２００３０２３１３４９号明細書
【特許文献２】米国特許出願公開第２００４００００７８６号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　発明者Ｓｈｅｎ－ｇｅ　Ｗａｎｇ、Ｂｅｉｌｅｉ　Ｘｕ等に付与された「ＨＡＬＦＴＯ
ＮＥ　ＩＭＡＧＥ　ＧＬＯＳＳ　ＣＯＮＴＲＯＬ　ＦＯＲ　ＧＬＯＳＳＭＡＲＫＳ」とい
う発明の名称の米国特許出願公開第２００３０２３１３４９号（特許文献１：本願明細書
において参照され、その説明が本書に組み入れられる）に開示されるように、特別なトナ
ー／インク又は紙／基体を必要とすることなく、また、視認できるようにするために、付
加的なプリントの重ね合わせを必要とすることなく、グロスを制御し、グロスマーク差分
グロスイメージの操作を可能にする構成及び方法が提供される。しかし、このような構成
及び方法においては、通常必要とされる範囲を越えた付加的な電子処理が必要とされるの
がつきものである。必要な記憶装置の増加もまた課されることになる。可変データに典型
的なシナリオは、文書がハードコピー印刷される際に、可変データが、文書内に与えられ
たフィールドの中に挿入されることにより、郵便のちらしが「その場で」個人化される大
量の郵便物の領域にある。当業者には明らかであるように、どのような行われないイメー
ジデータ処理の消費時間も、容認できないほどの影響を印刷プロセスに与える。したがっ
て、固有の差分グロスの操作のためにさらに改良された手法を与える変形態様により、こ
のような要求される付加的な電子処理の影響を最小にすることが望ましい。
【０００５】
　発明者Ｓｈｅｎ－ｇｅ　Ｗａｎｇ、Ｂｅｉｌｅｉ　Ｘｕ、及びＣｈｕ－ｈｅｎｇ　Ｌｉ
ｕに付与された「ＶＡＲＩＡＢＬＥ　ＧＬＯＳＳＭＡＲＫ」という発明の名称の米国特許
出願公開第２００４００００７８６号（特許文献２：本願明細書において参照され、その
説明が本書に組み入れられる）に開示されるように、可変のＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）
データを与えるために、イメージを主要領域とイメージセグメントとに分割する構成及び
方法が与えられる。配向が顕著に異なる異方性構造特性をもつハーフトーンを選択的に適
用し、イメージセグメントに対しては同一の濃度を維持することにより、必要な処理及び
記憶装置を減少させて、可変Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）をイメージ内に重ね合わせるこ
とができる。しかし、ハードコピーページにおける可変データのＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商
標）領域の基本的な作成は（全体的な相関マークと同様に）、プライマリイメージを、バ
イナリマスクデータとしてＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）シナリオにおいて必要として与え
られる所望の可変イメージデータに組み合わせることによって開始せねばならない。バイ
ナリマスクデータにより選択されるイメージ部分においては、一方のハーフトーンスクリ
ーンが用いられる。イメージの他の部分においては、別のハーフトーンスクリーンが用い
られる。このように、一方のデータチャネルがハーフトーン微細構造を制御し、他方のデ
ータチャネルがイメージコンテンツを供給する、２つのデータチャネルを組み合わせる必
要があることになる。複写機、プリンタ、多機能装置、又はデジタルプレス（印刷）に与
えられるような標準的なＤＦＥ（デジタルフロントエンド）においては、これらのチャネ
ルは、事実上、利用可能ではなく、ハーフトーン処理のために、このレベルでは一般にア
クセス可能なＩＯＴ（イメージ出力ターミナル）へのアクセスも利用可能でないため、完
全なＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）又は相関マークをオフラインで作成し、挿入せねばなら
ない。すべてのイメージは、外部で計算されねばならないため、このことは、可変データ
Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）を、特に、大量の郵便物シナリオにおいて、その場でデジタ
ルプレスにより作成するための能力を実際上妨げる。これは、データフロー、データの取
り扱い、及びデータ帯域に幾つかの問題を生じさせる。ここで以下に、この問題を解決す
るためのアプローチを述べる。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の実施形態では、可変データ差分グロスイメージ制御方法が開示される。この制
御方法は、単一の色を選択し、第１の異方性構造配向を有する第１のハーフトーン並びに
この第１のハーフトーンのそれとは異なる第２の異方性構造配向を有する第２のハーフト
ーンを選択することを含む。次に、単一の色及び第１のハーフトーンで構成される第１の
色定義が作成される。前記単一の色及び第２のハーフトーンで構成される第２の色定義も
また作成される。第１の色定義は、対象のイメージの少なくともある部分に適用され、第
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２の色定義は、該対象のイメージの残りの部分に適用されて、可変データ差分グロスイメ
ージが生成される。
【０００７】
　更に、本発明の実施形態では、可変データ差分グロスイメージ制御方法が開示される。
この方法は、目的とする対象のイメージを主要領域とセグメント領域とに分割し、単一の
色を選択することを含む。第１の異方性構造配向を有する第１のハーフトーンは、単一の
色及び選択された第１のハーフトーンで構成される第１の色定義を作成するために選択さ
れる。第１のハーフトーンの異方性構造配向とは異なる第２の異方性構造配向を有する第
２のハーフトーンは、前記単一の色及び選択された第２のハーフトーンで構成される第２
の色定義を作成するために選択される。この後、第１の色定義をセグメント領域の少なく
ともある部分に適用し、第２の色定義を該セグメント領域の残りの部分に適用して、可変
データ差分グロスイメージを生成する。
【０００８】
　更に、本発明の実施形態では、可変データ差分グロスイメージ制御方法が開示される。
この制御方法は、対象のイメージを主要領域と可変データのためのセグメント領域とに分
割し、単一の色を選択することを含む。第１の異方性構造配向を有する第１のハーフトー
ンは、単一の色及び第１のハーフトーンで構成されるバックグラウンドの色定義を作成す
るために選択される。第１のハーフトーンの異方性構造配向とは異なる第２の異方性構造
配向を有する第２のハーフトーンは、前記単一の色及び第２のハーフトーンで構成される
フォアグラウンドの色定義を作成するために選択される。この後、セグメント領域を満た
すようにバックグラウンドの色定義を適用し、フォアグラウンドの色定義により英数字の
ストリング（列）を該セグメント領域に書き込んで、可変データ差分グロスイメージを生
成する。
【０００９】
　更に、本発明の実施形態では、可変データ差分グロスイメージ制御方法が開示される。
この制御方法は、対象のイメージを主要領域と可変データのための予め選択された領域と
に分割し、異方性パターン構造により述べられる第１の単一の色を選択することを含む。
この後、前述の予め選択された領域を前述の第１の単一の色で可視化する。この方法は、
さらに、述べられる異方性パターン構造だけが前述の第１の単一の色とは異なる第２の単
一の色を選択することを含む。この後には、フォント、アウトライン（輪郭）、又は形状
を選択し、前述のフォント、アウトライン、又は形状を、前述の予め選択された領域にお
いて前述の第２の単一の色で可視化して、可変データ差分グロスイメージを生成する。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　種々の異方性ハーフトーンドット構造間に固有の知覚差分グロスを適切に使用すること
により、知覚グロスの所望される操作、及び、その差分グロスによるＧｌｏｓｓｍａｒｋ
（商標）イメージの生成を特別な紙又は特別なトナー又はインクを必要とすることなく実
現することができる。
【００１１】
　図１は、どのようにして人間の目がページ上のグロスを読むことができ、スキャナは読
むことができないかを示す。３つのグロス（トナーイメージ）領域１４が示されている。
光源２からの光１０の１つの光線は、グロストナー１４が存在しないポイントで紙に衝突
し、その反射光１３は、ほんの少量の光が、人間の目１に向かう方向も含むあらゆる方向
に存在するように拡散される。等しい強度の光１１の他の光線は、グロストナー１４が存
在するポイントで紙に接触する。ここでは、指示方向において、多量の反射光１２が存在
する。人間の目１が図示のように位置している場合、人間の目１は、グロストナー領域１
４と非グロストナー領域との間の大きな差分を容易に確認できる。しかしながら、位置３
におけるスキャナ又は人間の目は紙に対して直角の入射光だけを読む。この場合は、グロ
ス領域及び非グロスドット領域の双方から来る、ほんの少量の拡散光だけしか存在せず、
スキャナは差分を検出することができない。これが、従来の複写機やスキャナによっては
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スキャンすることができないグロスイメージを生成する１つの方法である。
【００１２】
　今までは、ハーフトーンの固有の反射及び拡散特性が、その性質上異方性であるような
ハーフトーン構造を使用することによって、方位角のまわりで入射光が指向性となるよう
操作され得るという事実は、ほとんど認識されていなかった。ミラーはミラーの平面に対
する光源の方位角（アジマス）に関わらず等しく反射する。同様に、通常の何も書いてい
ない紙は、光源の方位角に関わらず、等しく反射し拡散する。しかしながら、印刷物は、
ハーフトーンの構造配向に対する光源の原点の方位角に依存して、異なる反射及び拡散特
性をしばしば示す。最大化されたとき、このような反射特性は、その性質上異方性である
構造を有したハーフトーンで示される。換言すれば、ハーフトーンドットから散乱され、
若しくは、反射された光を表現するために使用されるインディカトリックス（屈折率楕円
体）は、そのハーフトーンが異方性構造を有するときは、光源に対するハーフトーンドッ
トの方位角配向に依存して最大限に変化する。図２は、異方性構造が何を意味するものか
の一例である。
【００１３】
　図２には、異方性の単純なラインスクリーンハーフトーンが、衝突する入射光２００に
対して２つの配向、すなわち、並列配向と直角配向で存在する。双方のハーフトーンドッ
ト配向は、紙に対して垂直の角度における拡散光と入射光が等しくなるよう、濃度が同様
となるように選択される。この方法では、スキャナ３への若しくは人間の目への、真っ直
ぐから利用可能な光は同じである。しかしながら、鏡面反射光１２は、異方性並列配向２
１０については相当に大きくなる。符号２１０の並列配向ハーフトーンの集団（マス）が
符号２２０の直角配向ハーフトーンの集団（マス）に直接隣接して突き合わされて印刷さ
れた場合、反射光において、それらの間に差が存在し、それはある角度から見ると、グロ
ス差分、すなわち、Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）イメージにおけるシフトとして知覚され
る。このグロス差分の知覚は、ハーフトーン異方性配向が図２に示すように９０度離れて
いるときに最大となるだろう。
【００１４】
　図３は、３×６のハーフトーンパターン３１０及び３２０であって、当業者が本発明の
教示を使用する実施形態で使用するのに適したハーフトーンセルの例を示す。これらは当
業者には明らかなように単なる有用な一例である。各ハーフトーンセルは、３×６のピク
セルアレイとして構成されている。ターンオン／オフ・シーケンスは、数値的に表示され
ている。ピクセルの番号付けが対角配向であることに注意されたい。タイプＡサブセル３
１０とタイプＢサブセル３２０はともに、４５度の配向を有し、一方は右に向かうもの、
もう一方は左に向かうものである。この配向は、図４の濃度スイープ４１０、４２０には
っきりと示されている。グロス差分の知覚を最大とするために、サブセルタイプＡとタイ
プＢの配向は、互いに９０度離して配置されている。
【００１５】
　図５は、上述したように、ハーフトーンセルを用いて達成可能な、Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ
（商標）イメージ５００を示す。スクリーンＡ５１０は一方のハーフトーンセルタイプを
用い、スクリーンＢ５２０はもう一方のハーフトーンセルタイプを用いる。円５０１は、
イメージスクリーン５００、５１０、５２０の間の視覚面からの理解を助けるものとして
設けたものである。所望のＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）はここでは、イメージ５００の中
央で知覚されるべき球５０２についてのものである。スクリーンＡ５１０は、右対角配向
とされた異方性ハーフトーンのフィールドを与えるもの、スクリーン５２０は、左対角配
向とされた異方性ハーフトーンセルの球形の領域を与えるものである。この方法で、Ｇｌ
ｏｓｓｍａｒｋ（商標）５００を作り出すために、２つのスクリーンタイプの選択がとも
に寄せ集められる。
【００１６】
　Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）又は差分グロスイメージの組み立てのための別のアプロー
チが図６に示されている。ここでは、プライマリイメージ６００は、通常と同様に、デジ
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タルフロントエンド（ＤＦＥ）６１０に対する入力データとして受け取られる。しかしな
がら、所望のＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）イメージデータ６２０もまた、ＤＦＥ６１０へ
の入力データとして受け取られる。処理されたイメージは、イメージ出力ターミナル（Ｉ
ＯＴ）６３０へ伝送される際には、通常と同様に、プライマリイメージ６００をハーフト
ーン処理したバイナリイメージである。しかしながら、ハーフトーンタイプの選択は、マ
ルチプレクサスイッチ６４０への入力として、意図されるグロスイメージデータ６２０に
よって駆動される。意図されるグロス（グロスマーク）イメージデータ６２０は、第１異
方性構造にしたハーフトーンを使用するためにプライマリイメージ６００の一部を指示す
る役割を果たす一方、プライマリイメージ６００の残りのために使用されるべき代替のハ
ーフトーンを指示する。当業者によって理解されるように、意図されるグロスイメージデ
ータ６２０は、必要ならば、ＤＦＥ６１０で、単なる０と１のピクセルデータ表示に平坦
化されてもよい。この０と１のパターンはその後、マルチプレクサ６４０を一方の異方性
構造配向タイプ若しくはもう一方へ選択を切り換えるために使用される。マルチプレクサ
６４０はそれ故、所望のグロスイメージデータ６２０によって指示された通りに、スクリ
ーン１タイプのハーフトーン６５０、若しくは、スクリーン２タイプのハーフトーンタイ
プ６６０の間で選択の切り換えを行って、ＩＯＴ６３０へ送られる際に、ラスタ入力処理
された（ＲＩＰ）イメージデータ６２０の複合結果を作り出す。この方法で、パターン６
２０の重ね合わせがプライマリイメージ６００へ埋込まれ、グロス差分Ｇｌｏｓｓｍａｒ
ｋ（商標））イメージとしてのみ知覚され得る。
【００１７】
　図７には、対象とするイメージ７００のごく小さなセグメントと、可変Ｇｌｏｓｓｍａ
ｒｋ（商標）イメージセグメント７１０とのスワッピングが示されている。対象とする所
与のイメージ７００のごく小さな領域が、Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）イメージ形成の要
求を満たすのに必要とされる場合、Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）イメージの調節における
処理時間及び記憶装置のオーバヘッドが増加するという問題を大きく改善することができ
る。イメージ７００のごく小さな領域がＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）イメージ形成の対象
とされている状態は多い。例えば、日付／時間スタンプは非常に一般的で普及しているイ
メージの付加物である。対象とする所望のイメージを見ながら視覚上あまり邪魔にならな
いようにして、こうした情報を使用できるようにすることは、より好ましいことであり、
時間／日付スタンプ情報をＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）イメージ形成することによって、
これは容易に達成される。可変Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）イメージセグメント７１０の
利用は、そこに含まれるデータが本質的に短命であるか、又は頻繁に変化する場合に特に
顕著に有益である。このような利用法の他のシナリオは、チケット又はクーポン、大量の
郵便物における個人化情報のシリアル番号をＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）イメージとして
適応させることにあり、ジョブ処理／保全性番号、バーコード、法人商号又はロゴを含む
ことができる。このような利用法に適用されるグロスマークの形成は、シリアル番号又は
その他の変化する印がトラッキングを可能にすると同時に、改ざん又は不正操作を阻止す
る。
【００１８】
　図７に示されるように、対象とするイメージのデータ７００は、主要領域７０５と、イ
メージセグメント領域７１０とに分割される。主要領域７０５は、第１の異方性構造配向
を有する第１のハーフトーンによって従来方式でハーフトーン処理される。しかし、イメ
ージセグメント７１０では、ハーフトーン処理が図５及び図６について上述されたように
実行される。可変Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）イメージセグメント７１０は、セグメント
領域に対応するイメージ７００からの入力データを利用する。これは、ＤＦＥへのプライ
マリイメージデータ６１０として利用される。入ってくる平坦なバイナリ可変Ｇｌｏｓｓ
ｍａｒｋ（商標）データ、例えば、Ａでは、「Ｏｃｔｏｂｅｒ　４，　２００１」７２０
が、マルチプレクサスイッチ６４０への入力として利用される。このように、可変Ｇｌｏ
ｓｓｍａｒｋ（商標）イメージセグメント７１０は、第１の異方性構造配向を有する第１
のハーフトーンと、第２の異方性構造配向を有する第２のハーフトーンとの両方によって
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ハーフトーン処理される。この例では、可変Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）イメージデータ
７４０が結果的に生じる。一実施形態においては、Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）データに
よってオーバーレイされることのないセグメメント領域７１０、すなわち、バックグラウ
ンドは、主要イメージ領域７００に使用される第１のハーフトーンタイプによってハーフ
トーン処理される。別の実施形態では、バックグラウンドは第２の異方性構造配向を有す
る第２のハーフトーンによってハーフトーン処理される。
【００１９】
　第２の例「Ｂ」においては、図７に表示されるように、同一の対象とするイメージのデ
ータ７００と、イメージセグメント７１０とが使用される。しかしながら、Ｇｌｏｓｓｍ
ａｒｋ（商標）データ７３０は「Ｏｃｔｏｂｅｒ　５，　２００１」である。すぐ上に述
べたように、同じ手法を再度使用して、この例では可変Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）デー
タ７５０を結果として生じる。「Ａ」と「Ｂ」との双方の例では、可変Ｇｌｏｓｓｍａｒ
ｋ（商標）イメージ７４０及び７５０はそれぞれ独立して、ハーフトーン化主要イメージ
の対象データ７０５と合体されて、それぞれシーケンスイメージ７６０及び７７０を作成
する。すなわち、図７は一例として２つのＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）イメージの日付ス
タンプを示しているにすぎないが、この方法が、所望され収容可能な記憶領域があれば、
多数の可変Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）イメージセグメントに対して適用可能であること
は当業者には明らかである。
【００２０】
　ハードコピーページにおける可変データＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）領域の基本的な作
成は（一般的な相関マークと同様に）、プライマリイメージを、Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ（商
標）シナリオにおいて要求されるようにバイナリマスクデータとして与えられる所望の可
変イメージデータに組み合わせることによって開始せねばならない。バイナリマスクデー
タにより選択されるイメージ部分においては、１つのハーフトーンスクリーンが用いられ
る。イメージの他の部分においては、別のハーフトーンスクリーンが用いられる。このよ
うに、一方のデータチャネルがハーフトーンセルを制御し、他方のデータチャネルがイメ
ージコンテンツを供給するという、２つのデータチャネルを組み合わせる必要があること
になる。複写機、プリンタ、多機能装置、又はデジタルプレスに与えられるような標準的
なＤＦＥ（デジタルフロントエンド）においては、これらのチャネルは、事実上利用可能
ではなく、ハーフトーン処理のため、このレベルでは一般にアクセス可能なＩＯＴ（イメ
ージ出力ターミナル）へのアクセスも利用可能でないために、完全なＧｌｏｓｓｍａｒｋ
（商標）又は相関マークをオフラインで作成し、挿入せねばならない。すべてのイメージ
は、ＤＦＥの外部で計算され、レンダリング中にＥＰＳ（エンキャプシュレート・ポスト
スクリプト）などとして含まれねばならないため、このことは、可変データＧｌｏｓｓｍ
ａｒｋ（商標）を、作成するための能力を実際上妨げる。これは、データフロー、データ
の取り扱い、及びデータ帯域に幾つかの問題を生じさせる。これは、データフロー、デー
タの取り扱い、及びデータ帯域に幾つかの問題を生じさせる。ここでは、可変データコン
テンツをフォントの列すなわちストリング（任意に形成される単一価のオブジェクト）に
制限し、これによってパターン色空間を、可変データフロスマークを実施するための代替
的な方法として用いることを可能にすることにより、この問題を解決するためのアプロー
チを述べる。
【００２１】
　Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）差分グロスイメージは、セルごとにハードコピーにおける
ハーフトーン構造をスワッピングする又は切り換えることにより作成される。すなわち、
一方がフィールドの一定部分のためのものであり、他方が可変データ部分のためのもので
ある２つの異なる「色」定義の間でペイントする又は切り換えることにより上述の問題を
克服する、可変データＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）を作成する手法を用いることができる
。各々の「色」定義は、その定義において、特定の独特なＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）異
方性ハーフトーン構造を含む一方で、その定義において、同一の通常の平均的な単一の色
を含む。これらの「色」定義は、規範外の不規則なものである。古典的には、異なる色の
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定義は、区別できる異なる色の割り当てを有していても、同じ構造を保持している。ここ
では、定義は、同じ色をもつが、異なる構造の割り当てを有するものとして定義される。
工程においては、これらの「色」定義は、可変データソフトウェアが、特定のフィールド
が特定のエントリを有するように用いられ、そのエントリは１つの（２つ又はそれ以上の
中の）Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）「色」定義であるように定められ、このフィールドの
バックグラウンドは、現実的には、実際の色ではなくハーフトーン構造だけが異なる別の
Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）「色」定義である。この構成は、ＶＩＰＰ（登録商標）（可
変データ・インテリジェンス・ポストスクリプト・プリントウェア）、及びＦｒｅｅＦｌ
ｏｗ（登録商標）及びＤｏｃｕＳＰ（登録商標）のような他の種々の文書管理ソフトウェ
アのような標準的な可変データソフトウェアを用いて実施することができるという点で例
示的である。しかし、したがって、提案される方法を用いるために、Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ
（商標）可変データ領域は、ちょうど相関マークの幾つかの形態に対しても当て嵌まるよ
うに、単一の色のみを有するグラフィックオブジェクトに限定しなくてはならないことに
なる。
【００２２】
　ＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ（登録商標）においては、単一の色はユーザにより定義され、パ
ターンとして作成されることができる(パターン色空間)。任意的な色を取り出し（Ｇｌｏ
ｓｓｍａｒｋ（商標）の可視性に最適な色の選択は、発見的に行われる）、この色を２度
ハーフトーン処理する。一度目は、第１の異方性ハーフトーンによりＧｌｏｓｓｍａｒｋ
（商標）フォアグラウンドに対して、二度目は、第２の異方性ハーフトーンによりＧｌｏ
ｓｓｍａｒｋ（商標）バックグラウンドに対して行う。これらの２つのパターンは、次い
で、適当なＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ（登録商標）パターンに変換される（ＰＳオペレータ「
ｍａｋｅｐａｔｔｅｒｎ」を用いて）。この変換は、正しいプリント解像度並びに正しい
ハーフトーンスクリーンの大きさのために行われる。
【００２３】
　図８は、本書に与えられる教示を具現する、ハーフトーンセルの１つの例示的な図を示
す。図８の２つの構造８００Ａ及び８００Ｂは、２つの異なる「色」定義として用いられ
る。ハーフトーンセル構造の各々は、異方性構造が与えられている。さらに、双方の構造
８００Ａ及び８００Ｂは、通常通りに、ブラック（Ｋ）、ブルー（Ｂ）、シアン（Ｃ）、
及びホワイト（Ｗ）ピクセルの各々が同一の量で構成された同一の色を示す。２つの構造
８００Ａ及び８００Ｂが表わされた場合には、色が完全に同一であり、比較のために標準
的な測定装置を用いて測定された場合には、例えば、標準的なＬ＊ａ＊ｂ＊値のようにな
る。しかし、２つの「色」定義は、これらが示す詳細な異方性パターン配向においては異
なる。構造８００Ａの異方性配向は、左斜め４５度で配置され、構造８００Ｂの異方性配
向は、右斜め４５度で配置される。当業者には理解されるように、図８のパターンは、サ
ンプル実施形態として与えられ、ライン形式ハーフトーンに用いられるような、ここに与
えられる教示の例として作成されたものである。或いは、ドット形式ハーフトーンを用い
ることができ、この場合には、ハーフトーンセル構造は、より丸い又は楕円形の形態にな
る。
【００２４】
　この操作の結果は、ＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ（登録商標）及びＶＩＰＰ（登録商標）（可
変データ・インテリジェンス・ポストスクリプト・プリントウェア）を通して呼ぶことが
できる２つの名前が付いた色の存在であり、単純にするために、これらの色は、「Ｇｌｏ
ｓｓＦｏｒｅＧｒｏｕｎｄ」及び「ＧｒｏｓｓＢａｃｋＧｒｏｕｎｄ」と呼ぶ。これらの
２つの色は、事実上、色の付いたパターンであり、ＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ（登録商標）に
おける処理に影響を与えることはない。当業者には理解されるように、ＰｏｓｔＳｃｒｉ
ｐｔ（登録商標）においては、パターンは、ページの起点に対して位置合わせされ、ペー
ジ全体を満たすように複製される、すなわち、８×８又は１６×１６のパターンがページ
にわたり複製されることを指摘すべきである。起点に対してピクセル２７、１９で開始す
るオブジェクトは、ピクセル１１及び１３で開始する（２７ｍｏｄ１６、及び、１９ｍｏ
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ｄ１６）。
【００２５】
　可変データＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）差分グロスイメージは、ここで、結果として得
られる所望のページ上の領域を定め、これをバックグラウンド（登録商標）「色」で満た
すことにより生成される。ここでも、パターンの始点は、ページの起点により定められ、
すなわち、どのようなパターンの変動も生じることはない。次いで、Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ
（商標）可変画像データが、フォアグラウンドＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）「色」を用い
て、この領域に単純に英数字のストリングを書き込むことにより、その四角形の中に書き
込まれる。フォアグラウンド及びバックグラウンドの「色」は、ハーフトーンセルにわた
り平均された場合に同一の色値を有するため、真っ直ぐ（垂直）に観察した場合には、領
域全体は、人間に目には均一に見える。この領域がある角度で視認された場合には（正確
な解像度で印刷されたとき）、Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）可変データは、ハードコピー
において差分グロスイメージとして現れる。フォアグラウンドを述べるためにフォントを
用いるが、どのような形状もフォントとして用いることができることに注意されたい。通
常の形式は、Ｗｉｎｇｄｉｎｇｓ及びＬｏｇｏ　Ｆｏｎｔであるが、任意的な形状を作成
し、フォントとして保存してもよい。さらに、この方法は、適当な色をもつ領域により定
められるグラフィックオブジェクトと併せて容易に用いることができる。「フォント」と
いう言葉が本明細書全体にわたり用いられるときは、Ｐｏｓｔｓｃｒｉｐｔ（登録商標）
フォントとして定められた任意的な形状、並びに、単色のグラフィックオブジェクトを含
むことを意図する。
【００２６】
　詳細には、上述のサンプルは、以下の１）～７）のステップによって生成される。
　１）色空間を「パターン（ＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ（登録商標）オペレータ「ｓｅｔｃｏ
ｌｏｒｓｐａｃｅ」）」として設定する。
　２）バックグラウンド色をＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）バックグラウンド色（Ｐｏｓｔ
Ｓｃｒｉｐｔ（登録商標）オペレータ「ｓｅｔｃｏｌｏｒ」）に選択する。例えば、図８
における第１のパターン８００Ａ。
　３）ＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ（登録商標）「ｒｅｃｔｉｌｌ」オペレータを用いて、四角
形（その他のあらゆる形状）を作成し、現在の色（パターン）で満たす。
　４）四角形内の点に位置決めする（ＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ（登録商標）オペレータ「ｍ
ｏｖｅｔｏ」）。
　５）フォントを選択し、これを現在のフォントにする（ＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ（登録商
標）オペレータ「ｆｉｎｄｆｏｎｔ」「ｓｃａｌｅｆｏｎｔ」「ｓｅｔｆｏｎｔ」）。
　６）この色に対して２つのパターンのうちの他方を選択する（ＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ（
登録商標）オペレータ「ｓｅｔｃｏｌｏｒ」）。例えば、図８における第２のパターン８
００Ｂ。
　７）ＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ（登録商標）オペレータ「ｓｈｏｗ」を用いて現在の色（パ
ターン）を用いてテキストを示す。
【００２７】
　可変データに対して用いられるＶＩＰＰ（登録商標）（可変データ・インテリジェンス
・ポストスクリプト・プリントウェア）ソフトウェアモジュールのＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ
（登録商標）プリプロセッサのような特定のアプリケーションは、すでにＰｏｓｔＳｃｒ
ｉｐｔ（登録商標）パターンの色空間の使用を支持しており、ＶＩＰＰ（登録商標）は、
このアプローチを明示するのに用いられている。パターンを支持しない他のアプリケーシ
ョンにおいては、ＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ（登録商標）インタープリタに、ＰｏｓｔＳｃｒ
ｉｐｔ（登録商標）の標準的な色空間の過負荷解釈をもたせて（例えば、ＤｅｖｉｃｅＣ
ＭＹＫ、ＤｅｖｉｃｅＲＧＢ、Ｓｅｐａｒａｔｉｏｎｓなど）、ＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ（
登録商標）「ｓｅｔｃｏｌｏｒ」の実施が、その色が、選択したパターンの１つにマップ
されるべきであるかどうかをチェックするようにする。例えば、ＲＧＢ値０．９９５、０
．９９５、０．９９５（非常に明るいグレイ）をもつ色をインタープリタ内でパターン色
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の１つで置き換えることができる。このことは、もちろん、このＲＧＢ色のグラフィカル
及びテキスト工程における通常の使用を阻止する（依然としてイメージについては利用可
能である）。各色に対して２つのパターンを有するため、更に、他のパターンで置き換え
られる別のＲＧＢ色（例えば、０．９９０、０．９９５、０．９９５の値をもつ）を有す
ることが必要である。このオペレータ過負荷技術は、ＰｏｓｔＳｃｒｉｐｔ（登録商標）
における一般的な機能呼び出しである。当業者であれば、ポストスクリプトの述語におい
て教示された上述の説明は、多数の他のＰＤＬ（ページ記述言語）ソフトウェアパッケー
ジ及び環境のどれにも適用可能な技術を示すことが明らかである。
【００２８】
　上述の方法は、可変データＧｌｏｓｓｍａｒｋ（商標）ハードコピーを作成するための
効率的かつ好都合な方法である。この方法は、さらに、既存のワークフロー及びハードウ
ェアと両立性があるという点で例示的である。この方法は、さらに、この手法が、ＤＦＥ
に対して付加的な負担を課さず、したがって、機械又は印刷システムのフルスピードの作
動を可能にするという点で例示的である。しかし、当業者には理解されるように、パター
ン構造に対する可変データオブジェクトデータの整合に留意せねばならない。（ここで述
べられる整合とは、セル境界と整合されるべき２つの異なるスクリーン間の遷移領域にお
ける整合のことであり、フォアグラウンド及びバックグラウンドのパターン整合は、上述
のように自動的に達成されることに注意されたい。）したがって、少なくとも１つの実施
形態においては、イメージのアーチファクトを避けるように、ＤＦＥにダウンロードされ
たビットマップフォントを用いることが望ましいとすることができる。これにより、スト
リング位置は、より容易にセルパターン境界と整合される。このアプローチは、得ること
ができるフォントにおける微細詳細構造（セリフ）の幾つかを制限する。しかし、これら
の微細構造は、人間の視覚系の制限のために、いずれにしても、Ｇｌｏｓｓｍａｒｋ（商
標）差分グロスイメージにおいては、典型的には視覚的に知覚できるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】どのようにして、人間の目が、スキャナ検出器にはできないページの差分グロス
部分間の大きな差分を検出できるのかを示す説明図である。
【図２】単一のラインスクリーンハーフトーンで見られる差分グロスを示す図である。
【図３】本発明を実行するため識別可能なグロス差分を作り出すための、異方性構造に適
した２つの３×６ハーフトーンパターンを示す図である。
【図４】図３の２つのハーフトーンパターンの濃度の広がりを示す図である。
【図５】グロスマークを達成するための、図３の２つのハーフトーンパターンの代替のパ
ッチワークを示す図である。
【図６】図３のハーフトーンパターンを用いて、図５に示すようなＧｌｏｓｓｍａｒｋ（
商標）のためのハーフトーンパターンのイメージ指示の代替を達成する１つの実施形態を
示すブロック図である。
【図７】対象とするイメージの小さい部分と可変グロスマークイメージセグメントとのス
ワッピングの視覚化を示す説明図である。
【図８】各々が同一の色を含むが、それにも関わらず、互いに９０度回転させて区別でき
る、異なる異方性構造を含む、２つの異なるライン形式ハーフトーンセルの「色」定義を
示す図である。
【符号の説明】
【００３０】
１：人間の目
２：光源
３：スキャナ
１０：光
１１：光
１２：反射光
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１３：反射光
１４：グロストナー
６００：プライマリイメージ
６１０：デジタルフロントエンド
６２０：グロスマークイメージデータ
６３０：イメージ出力ターミナル（ＩＯＴ）
６４０：マルチプレクサスイッチ

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】

【図５】
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【図８】
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